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1．1、2リ・†＝け跡  

（西から）  

2．1リー†軌漸の庖  

（西から）  

3．発≠＝札損   

（北から）  

′l．吊 卜   

（火かご））   



PL．2 神明束遺跡の出土辻物  

6・碗形上帯（1サ†三帥㌻跡）  

小いl♪う 10ト伏軸陶謹（刷⊥）   

Il・杯形二卜膵（2号住居跡）   



神明束遺跡の灯  

（付膝崎企1叶傍の「メゾン藤崎」の完成にあたり、ご協力下さいましたご近所の皆様に  

厚くおルIlしあげます。   

私共、大渕址謂恨「地域と漱新したイニ仁車をしたい」という信念で前橋1いこ支店をl用設  

いたしました。お蔭様で今年で2（）年lほ迎えることができました。   

昨年の夏、マンション址設予定地に古代の文化111■がl眠っているかもしれない。と聞き、  

地域の伴構の為、又荘重な資料発掘の為、少しでしお役に二、∴てば、 と揖いご協力させて  

いただきました。   

科サの進捗で、他卜ばかりでなく、どんどん生枯憾＝ま？トロりこ伸び、又地卜へもぐり、  

現代はスピード時代となりましたが、川先の城した埠い追跡を比て、1仁子，1の基礎である  

衣・食・†二iミの三木什、そして人lt■▲からJ光代へ祉々と続く人々の心の灯は変らないと感じ  

ました。   

真夏の対・い肘）、剰胴肘津）わ、前輪市教習愛車会の北斗．■ノノをはじめ、州．1．1の枠種が  

り，い  

触の汁をぬぐいつつご・．■・■1‥ウj・して－卜さいました。   

又二、ンニ派な州営卦イ1三成にあたり、ごノ手刀トさった1刊動こ沫く駄抑Ilしあげ、・川行のご根  

拶といたします。  

l椚幸＝α2年1Jj  

株式会社大渕建設   

一専稚収締役 人 渕 井 川   



前輪市は、名川赤城山を1判こ坂来太郎で名商い利根川や基板朔大潮をはじめ多くの詩  

にうたわれる広漸川が■甘侶地を廿流し、四季折々の凧仰こあふれる詩情豊かな服部です。  

柑こ、赤城山南面、前輪台地」・．には、組‾丈l甘代から近▼t吐・・近代にかけて多くの人々が残  

した文化遺産が数多〈あります。   

今から1500年揮‖こ了！■●明文化が栄えていたころは、了1Jl句に800余兆の了川iがありました。  

その小には、東国の71川ほ代表する前橋大判＝1＝㌧肌をはじめ、ノし怖山了ナ1●墳、大室三二子  

了川i、大川・総社二十11砧墳、圭借山上■■肌、蛇八ILH川揮のl朴指定の史跡があります。  

律令政治の時代には、允総仙こl軋仰が眉かれ、山⊥廃寺、＿卜町li」分寺も址ちさl仁び、奈良  

の榔のような一大政清文化働が形づ〈られました。また、■卜l杜においては、戦国武将の  

11杉氏、武Il】氏、北条氏の三氏が鏑をi■jljる要所となり、近世においては、譜代大名の酒  

ル氏・松平氏がJi－†城した、l肌（三人名城の一つの仮構城が址てられました。このように  

前輪の地は、惟史′lでⅠ満室れるところです。   

刊‖杵礼遇跡は、利仙川イ■一片用眉．鮮り軋l・．の推定1∴野国府域の来由隅に位惜し、すぐ酉側  

でl玉Ⅰ府城をl計画すると推定される人溝が検出された所にあります。本遺跡は、マンショ  

ン址設（RC4階迦）に什う累急発抑制燕です。調査の紺来、奈良・平安嶋代の性ノ紬1二  

6軒、二＝九6基、溝5粂等が検出されました。遣物は、土師器、ラi’1恵器、休紬陶墨筆が  

多識こ山二卜しました。このことは、l舶軒及び同府周辺の遺跡として、l∴町国府の柳川こ  

似めて薫製な成架と言えます 

本報て1津ほ川行するにあたり、休」皇斜町人淵建部・松岡舘汁串務所・藤崎茂行氏に多  

大なる協力をいただき探〈感制小し卜げます。   

本報告出が瑚ヤのヲ己展グ）ため、少しでも杏Jj・できれば♯いにイ〆じます。  

llr川162年1Jj 311t  

机f．刷上教育二委1i全   

教77k  岡 本 信  iI三   



次  

はじめに  

Ⅰ 調査に至る繰紺  

ⅠⅠ遺跡のイ立祥一：と環鳩  

11Ⅰ調 査 の 経 過  

Ⅳ 屑  

Ⅴ 遺構 と 遺 物  

Ⅵ ま  と  め  

1．この報告萬場、撤崎茂行氏（肝情握誼凧断有元総社町2489）が建設するマンション予定地（肝   

．1闘勘嗣斬lり已総帥lけ3714－3、3720）における洛抑制宜に関するものである。  

2．朋裾ま、前輪市教欄二委員会朴全教育課文化財保護係が損当し、高伯i一三判・†抑京＋豊が参加し   

た。また朋査にあたっては藤崎茂行氏・株式会社人淵建設・松岡設計事務湘こ押I一枚び協力  

を村た。  

こう．本台の作成は、高橋正明・加悦 墨江カリし同討議の上、執筆・紬姐こあたった。なお、遺物の   

実測・製l裏lについて松本 保氏の協力があった。  

4．本遺跡の略和ま61A18である。  

5．遺構の略称は次の池I）である。   

ト1…†三＝計址、D…二卜杭、W…溝、′11・・・鮮穴状道側  

6．遺構・遣物の実illlj図の縮尺は次の過りである。   

遺構…全休図1／250、住居輔∵」川ト・1／（犯、遺物・‥二卜器1／3  

7．スクリントーンの仲川は次の通I）である。   

j封附軸図 焼ニー二‥瓜、朕化物・・・斑   遺物架測1望l伏朴‥紺かい点、炭化物…斑   



神明東通跡の位置（丸印）  
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Ⅰ 調査に至る経緯   

Itr川Ⅰ61咋8J二j61〃寸で本朝本地のマンション建設に什う理瓶文化財表l仙紺舘依勅が、松l粧鋸・1  

車期所より捷州された。8J二jll仁lに荊腑了IJ教甘安土i合札全教育課で現地朋兼をした結果、木調本  

地は推定■tl州卦付城に近接するため、了1I●坤1、1イ㌧から坪☆時代の遺跡地である‖J●胎件が蝕めて高い  

ことが神州した。そのため、8J二j2G‖に洲本地の来西、献lヒに帖ミ1‖1のトレンチを4本設定し、  

遺跡職儲調本を矢施した。その結果、・、ド☆時代の†二伸加2軒、二卜j）t〔1基、溝2条を碓認すること  

ができた。そこで松岡設計事務所及びⅠ二小胤「者である株式会神大淵建設と協語録町焔をし、前腑  

‥」■教吾妻引会心常で剰届耕一けモを実地することとなった。なお、本道跡の名称は、耕地個】によるIl】  

し人′〉いソ〝し  
他紙の′i■：γ．を採川し、判＝杵礼遇跡とした。  

ⅠⅠ遺跡の位置と環境   

1 遺跡の立地  

糾明火道跡が所イIiする群情県前楠‾lけ元総川lけこう714－3，：弓72し）は、坂来太郎として名高し、利根川  

をほざんで肝蟻聴けの対肘こ位；毘し、県庁から西†サイ西2．5l川1の凧こある。遺跡は、県道1抑僑・安■い  

練〃）すぐ北にあり、州を流れる′ト池川と火を辿るい緑地ノバ凸‥TJ仰・抑、い砧崎線（通称此業道路）  

のほぼ・い火に位潰している。また、遺跡の南50（）‖－の所をItミl迫17サ細（通称高前バイパス）が7亡り、  

その南2l川1の地点に川鉄新前楠馴がある〔，   

追跡の石二れする地域は、従来北西から雨水へ緩やかな†軋斜のある微高地であったが、今ではl夏  

両情理小澱が進什l・で、ほぼ、ド山になっており、11托廿化が進んでいる。また、本遺跡の十：1■1高は約  

111‖－であり、係れ11系の舶用封申Il（牛池川・染料Il）との比高は2～こう‖lを測る。  

2胚む的瑞境  

木遺跡の位潰する前輪台地は、約2′1（）0（叫冊Jの火‥l泥流川瀬物によって形成された。遺跡の桝／l三  

する前輪≠元総帥lり■㈹辺は、前輪ハ地が形成された当11、や、まさに無人の地といってもよい湿規地  

鵜であったようで、l什れ掛けイじの遣物は兄つかっていない。しかし、純‾文時代以降になると人々  

が居†三iミを初め、今llに至るまで迎細と多〈の遺跡が城されている。柑こハ現時代後期から■卜世に  

かけては、主要な追跡が解放しており、肝J、！ものハー代から■卜世史を語る＿卜で似めて1托要な地城にな  

っている。   

本遺跡の北に、Il卜日経寺跡、蛇八Ilけ－‘椚、仙川11t川■t、総什ニイ・山ハ椚、火に三hll▼il】‘椚、南に  
jiうノl  

ル称遺跡、そして匹＝こは近い所から斗．州糾j二（■卜世の鉦眈肱跡もほほ詭徹する）、総社神社、．＝り・  

国分守等全国的にイ下名なむ跡・遺朋が存ルする。   

また、故近では、昭和57年から区画熔理却・業に†い、リミ化されてさ／ニノL総社l什伸追跡をはじめと  

・－ 1 －一一   
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引那酎瑚摘H凋摺強制層∽橡虜㌣牛御来ぃへ1／ほ華醍搬散、ユ僧侶∽脚賢壊さ年金脚緊眺腎、嘲  

評地中告苗回、脚評単軸嘗陳1、瑠軍側背馳、脚評‡ん1☆、昭博沌＝北蛸、瑠賢笥′華、瑠評河村＼ユ1  

（000S／l）l現存個瑠評堆「l刷‡z ■鞘   



ⅠⅠⅠ調査の 経過   

隣 地  党側㍑粧在ほ、l仰1161年10ノj20l＝‖ト23  

卜t（刃の41≡川り、基礎ニー二郎の介削を縫って  

行なわれた。湘基層遇の概要は、1こ－記の  

通りである。   

10ノJ20‖りj）   

発朋闇射佃聞好、プラン碓認、グリッド   

設定、抽汗「卜げ作業  

1（‖二J21日（火）   

州リートげ作業、遺構楠本  

10ノ＝j22l＝J（水）   

全休l動作成、住居址の土層観察、；…し乙録   

写真掘形   

10Jj23Ⅲ困   

住居・址、二L坑、溝の平面図作成、住居   

41l∴魔の遺物出二1∴状態記録作成、写英   

据彬、遺物の取り上げ、全景写東根彬、   

発掘調布終了  

1
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漆  l  

隣 地  隈 帖彗 トレ     淡 誉～≧  ′くジご ※ 餐 帝 熟 ∫さ． 数 層 牢   発掘御本区域  
隣地  

道  路  

fig．3 判‖作東遺跡胡相律、城図（1／1000）  

Ⅳ 層  序   

祁＝り凍遺跡の立地する前橋わ地は、北西から南  

狛こかけて緩やかな傾斜を有する微福地であった。  

しかし、昭和57年度から行われている区画盤剥掛・  

業によって、Il二1米の地形を一部改愛している。遺  

構は、地表から80c…の浅削B蜂石（Ⅳ屑）‾Iご■l両の  

屑位で検Jl1された。  

Ⅰ屑 盛土  Ⅴ層 浅刷C瞳れ  

ⅠⅠ層l‖耕作土  Vl屑 粧矧再  

ⅠIl屑 鉄分沈澱層  Ⅶ屑 砂磐層  

Ⅳ屑 伐I；りB蜂石 Ⅷ屑 秒層  
Vlll  

rig．′l朝‖リ一火遺跡憫灘⊥二層図（1／20）   

ー 3 －  



Ⅴ 遺構 と 遺物  

1 避 柵  

H－1号住居址  

本イj津‡土山まB・C－  

3・4グリッドで碓認  

され、逝和】人態は良好  

だった。さ帥l‖ま南北に  

3．15111、火酢こ3．94Ill  

を測り、主軸をN－880  

－Eにとる良ノノ形をし  

ていた。確認面からの  

甥商は、約23cmで、薇  

二Lは2層からなること  

が確認できた。胤ま、  

東既のl卜L、からやや南  

側へずれ、N－970－E  

を指す。全長70c‖l、帽  

55clll、焚l＿】から支柱ま  

で41cmで、煙道郎は恍  

外へ53clll張り出してい  

る。IltIj仙や支杜にイ如っ  

れたイほ含めてイ「が10  

・エ〔、林6点、椀3山と  

穏内より多端の避物が   

検＝された〔J   

H－2号住居土止   

本住居址はC－3・   

4ブリットに位置し、  

北側の大部分をⅠⅠ－1  

で切られている。平面  

規膜は沈澱2．9mで、三iミ  

・1ill】はIⅠ－1とほぼllf」じ  rig．5 川‖帖虹榔跡仝休闇（1／25（））  

－ 4 －   



屑 け 完兄lリ1   

1購 プ旧机蛸用凧砂批 C  
頼イ∴ Fl）軽石の二次  

椎梢20％含む。  
2JM プ人‡裾也粘乍ノf川砂帆 軽  

イ】■の競がl仙こ比べ織  

る。ギルド1∴しまりあり。  

3J再 ∴l．欄相川凋判胸屑。  
4屑 黒槻色粘現紺砂屑。  
5J“ 暗闘也微妙帆 コーテ  

ィングを′受けた削いブ  

ロックが人る。  

6JH よl．用地新明紬晰軋 二  

次椎梢の蝉イrが25％人  

る。  
7屑 6J削こ似るが軽イJは減  

る。焼卜5％人る。  
8屑 焼上層。赤栂色Ⅲ砂屑。  

焼土ブロックが50％人  
る。灰いっずかに人る。  

～）JMI火屑。J火が80％を．1iめ、  

わずかに焼上が兄られ  

る。杵件、細川†－す。  

tI－1引骨．仙l二庖  

2m  hト ー     ー  

J／へし  
心
下
呂
。
．
 
 

8－ b  
！J∴－－－   

fig．6Ⅰ－ト1・2号†三＝訂址・細、1）－6号二l二坑突測図  

である。細認面からの壁高は、約21c‖であった。覆二卜は3J弓削こ分けられ、南東のl抑こ■ノ川きを呈し  

た貯蔵穴（70×40×20cllり があった。砲は東壁のl卜L、よI）やや南側にあI）、一部を1－1－1に切ら  

れていた。復元すれば、全長65c‖1、帽75cmをillljると巧■えられる。覆土は4屑からなっていた。   

H－3号住居址  本位刷・1l二は、亀だけがC－3グリットで検出され、それ以外は深仙川によ  

って消減している。寵は束矧こ作られており、仝・艮60clll、幅60cmと抑制りされる。   

H－4号住居址  本住居址はC・1〕－3ブリットに位潰し、束既の一部と庖だけが桧山され  

－ 5 －   



層 け 説 明   

1屑 噌オリーブ褐色粘賢二1二桐。粘桃を有し、咄〈締っている。  
2層 焼土、灰混土層。  
3屑 哨オリーブ補色粘墳二】」配 偶色相督ブロックが多〈人る。  

4層 状層。伏骨補色徴砂層。快70％、焼二1ニブロック10％含む。  

∠しし＝＿伽  

5屑＋封射褐色利雄封1．砂屑。粕・性を  
イ√し、硬く締っている。  

6屑 灰机色相砂屑。焼ニ1二がわず  
かに入る。  

7屑l附昔隅色川砂屑。灰川％。  

B L＝＿“＝．  

．   

0  2nl  

rig．7Ⅰl－3～6サイ三仙川∴】）－1－5号二t二坑実illj図（1／60）   

た。壁高は、約5cmと浅かった。砲は、仝艮65（！111、帽50c‖－を測る。   

H－5号住居址  B－3グリソトから、†納；・址の東壁と半分をⅠト1に切られた竃が検山さ  

れた。壁高は20c川を測l）、遺物は灰榊陶帯をはじめとして比較的多く山土した。   

H－6号住居址  C－3グリットから、砥の一郎が検山されたが、住枇11二のほとんどは採掘  

りによって消滅していた。  

一 6 －   



10cm  

fig．7 Il－1・2一計住居址≠二卜遣物失洲順1（1／3）  

－ 7 －   



ヒ＝F三こヲ5＿7  

㌧）』′7  

∈二⊥ニーー」〟⊥ ＼＿l  

rig・8 tト5リー冊仙、二＝尤、トレンチ‖什・追物映Ⅷ‖※】（1ハ）  

－ 8 －   



D－1号土坑 Ⅰうー3グリットに位潰し、   

・判rl川ラは長軸がN－9日O－Wに仙く楕1：I」形を呈す  

る。ノ附則ま▼良帥が1．小1l、餌軸が0．79Illと推測さ  

れ、探さは約13川を測る。  

D－2号土坑 1）－2グリソトに位潰し、  

ヰ朝川封ま長州がN－790－Wに似く良ノノ形を呈す  

ると考えられる。西側が調光区城外に人るため、  

平面規模の測定は不可能だったが、探さは約13  

Cmをillりる。  

D－3号土坑  C・1〕一2グリットに位置  

し、北恥部だけ檜山された。、巨l址形は▼艮ノ川手を  

三l！すると考▲えられ、探さは7cⅢと浅かった。土   

J）tいノ」より羽釜が検出された。  

D－4号土坑 l〕－2・3ブリットに位置  

し、北西部だけ検出された。平面形は相川」形を  

呈すると考●えられ、探さは10cmと浅かった。  

D－5号土坑 l〕一3グリットに位1近し、  

北仰てl；が確認できただけであった。坪l帖形は円   

Jlラを呈すると考えられ、内部より石が3ノ∴川1土  

した。トト4サイ三＝廿址の貯蔵穴とも考えられる。  

D－6号土坑  F－2グリット、試掘調査  

の1トレンチに椋潰し、試胡瑞粧査のときに検出  

された。i川If形はトWlラを呈し、内部より鞘の羽   

l二13個休、鉄細大ポリ袋1袋が検出されたこと  

から、小鍛拾遺構と考えらJLる。  

W－1号溝 l〕－4・5グリソトにイ甘苦し、  

束抑こ走行する。＿H旧が50（川】、下帽が40（川1、探  

さ10川の小珊である。  

W－2号溝  C－4・5グリットに位潰し、  

東匹＝こ走行する。口幅が40cm、下帽が20c川、探  

さ5cl】】の浅い溝である。  

この他に、W－3～6号柵、！豊穴状遺構T－  

1を棟＝したが、いずれも精塞しておらず、プ  

ラン碓認だけにとどまった。   

一 9 －   

2b  
1  2a  

10cn1 38  

rig．9Ⅰ〕－6り・二卜〃川l⊥遺物（1／3）  



2 遺  物  

lab．1 神明火道跡出二1二道物税弊衣  

ぎ至宝）長  fJこ  りl   成・醗＋彬 ノ〕－ 扶  

No．  岩謹 帥  城イJ二  胎二l  色 調  備  考■  
番号  ‖ 胴 部   底   部   

1－21  林   ～）．‘l ：う．l  1／2  砂増  にぷい梢  ll揉やや外反。概櫨。  イイll小転糸切痕。  庵l加臣L   

2  1－15  林   10．G ：う．5  1ハ  砂賢  にぶい柑  如かく外反。咄帖。  イ泄賑糸W札  庖内肛上   

1－16  杯   1（）．7 ：う．H  先彬  抄守ノf  にぷい橙  し鵬やや外反。恨帖。  回転糸朝痕。  髄l人川上ヒ。   

4  1－13  林   11．4  ′】．H  1ハ  密  机快  如かく外反謙如軋  イ】●睡＝正恥切娘。  庵辛＝111・．。   

5  l－3  杯   12．8 1．8  2／二う  砂賢  榔火  ＝・Jt墓．   イ‖＝1転糸り」痕。  

6  1－6  林   12．6 】∴う  ニー／′l  砂明  栂伏  l】射臓〈ケ＝叉。他軋  イ＝＝1虹糸切痕。  

7  1－20  林   12．0  5．り  克服  密   噌赤削  端部やや外I叉。他帖。  イ＝＝1転糸り」む宣。  囁け＝l廿。   

端部やや肥卑し外J叉。 咄櫨 J●寧に高デー丁を装才F。庖  
8  1－11  椀   11．′1‘1∴う  1／2  砂頂  灰l′】  

。   内出土。   

9  1－2Jl  林？   12．1 －  り3  密  伏   端部緩く外反。鴨場。  亀内＝＝一。   

10  1－2ニう  椀  密  にぶい梢  
丁動こ高子丁を莱詔。職  

回・玩糸りノ後撫。   l人川け。   

円  1－2  椀   11．バ 〔i．り  ニi／′l  砂賢  伏l′1  紬ちl；外反。   恒＝豆ミ糸明後撫。  

Ⅰ2  1－8  椀  1ハ  密  にぷい橙  恒＝直射切後撫。  丁動こ高f㌻を装才子。   

1－12  椀   12．（） ′l．1  ：う／ノl  砂賢  伏l′】  端部細く外反。他軋  イ丁酢転身ミ切力せ。  砲車＝11卜。   

‖  l－1  椀   12．（） ′l．ボ  先形  砂賢  伏l‘】  端部外J文。咄櫨。  イ】－1日l転糸り」痕。  

15  1－5  碗   12．H  5．リ  2ハ  密  に，；ごい梢  l】綾緩く外J文。根櫨。  l－■l転射りノ後撫。  ‘J一弾に高f㌻を某弟。高 f瀾郎沈線。   
16  1－Jl  灰軸 椀  12．0 ：う．7  充形  密  伏l′】  咄帖。   イ】●l帥玩糸切後朝 j堤 

撫。   

17  l－10  小紙  ‖．8 14∴う  2ハ  密  lル亦槻  1月外面とい無。恨櫨。  イ凋転糸切痕。  端jl■二な廿謹形。   

1H  2－1－1  林   10．′l 二う．～）  2ハ  密  武伏  l】綾やや外反。咄帖。  イ】1訃転糸り」痕。  

2－1  林   ！）．2 ：う．1  2／：う  什少賢  灰l‘l  ll線外†軋咄帖。  イ地価こ糸り」痕。  け＝r11炭化物廿軋 灯l牲l   
t   

20  2－5  椀   11．（） ′l．5  ：う／′】  密  四   刑部肥〟し外ノ叉。 咄櫨 
。   

21  2－2  姐鋸粁瀾  1ri．バ  ー  けd  〟少賢  灰   矧狛榊椚‘る。他他。  剛軋射肛御軋  丁埠りこ矩形され、据悍 も潤い。   

22  5－1  伏軸 椀  砥部 12  密   伏   紙幅。   糸り」漬は’】■準に 消す 
／  。   

2：i  5－2  灰軸 椀  砥部   密   伏   ＝；l±．．   圃・板糸・リノ後撫。  i轟■＝肘ナによる地軸。   

2Jl  5－ニミ  椀  1ハ  砂粕  伏l′】  咄旭。   イl■同根糸リノ痕。  

2こう  5－′l  椀  け：i  密  にぷい対琵  こ＝辻＝J．．   イl－1洲症紆抑軋  

2t；  5－5  椀   楓櫨。  12．（） ′l．8  け：う  砂粒  黒硯   溝郎が肥卑し外ノ文。  

Z7  5－U  椀   15．2  5．1    凧  伏白  咄地。   回帰ホりノ後撫。  

2H  5－7  碗  底部  凧  黒机   軌櫨。   l叶‡正好切後撫。  

－10 －   



号翼妄ン長  扶 J■l   収・幣J「；ノブ 法  

N（）．  損 伸  城′J二  胎二t■．  色 調  備  考‘  
番号  ＝・胴＋邪   底  部   

2ミ）  5－8  椀  t＋1  砂粒  梢   ■辻・肌．   イ】‘回・転糸・抑軋  

二！0  5－9  椀  底部  密   伏l′」  咄櫨。   イル＝k糸・切娘。  

5－10  椀  底部  砂粒  伏l′l  咄帖。   右回虹糸切力せ。  机紬なつくり。   

ニう2  5－11  椀  底部  砂粒  伏l′l  咄地。   イ】’l＝‖京糸柳軋  

「コ」のナ｝：l】綾  

田  5－12  二＝ k革  ・据   17．7  －    密  昭  托削〈レ  内側に輪梢娘を城す。   

田  5－13  四 k皐  帯  1†）．5  －  1／4  密  l牲樟  1け㌢如かく外J叉。 「コ 
」の1：。  

ニう5  2rl’－1  伏軸ほ‖lL   10．′1 1．6  1‡1  密  灰   鴨場。は判の境は  
鋭い沈線。   「三l川」形高子；。   

田  Ⅰ〕‘l－1  伏剤 椀  吠郡 1」  密   

＋  

灰   咄櫨。   「三‖ノ1」形祐子h  淋ナ捌けによる地軸。   

二i7  1’1’一1  斗．＝   柑謹  1／4  密  ほ苅瀾  縦〃向の勅セル  刷毛】l。内面研 り返し 
子汗   用隻  

。  

田  1′1、－2  軒九九   推定往 15 九当】rlr 16  密  伏   川介文。化外のイ・ 葉抑軋  ■い妬まルL、の睦Ⅰ 文 
．（）  ／  。   

田  l）6－2  羊嗣〉Jll   侵さイL径 1ニう．01．6  四  密  吠l′】   仲人附こ附川新物。  粧＝ニスサを混入。  仲人／rj度570   

′10  Ⅰ）6－1  輔）j引】   径 孔径 8．31．6  2／ニう  密  伏＝  挿入狛二附川‘新物。  肌二1■王スサ封昆人。  仲人／醐餌70   
仲人附二蛤状付欄物。  肌二1二にスサを混入。  送風孔が≠状什新物で が 皿  Ⅰ）6－3  輔‖引l   律 孔径 8．‘11誹  1／3  密  伏l‘】  l坊っている。   

－ノIL  例＋  

1．遺物帯刀・の呼称は、遺物瑛判りlヌlのイ＝、◆に衣ホし、†三iミ侶γ．－N（）．（例1－2、1引二川川二の   

No．2を表わす。）の順とした。rl、はトレンチ、l）は二仁けl二の略称である。  

2．逝物の椰鮎で柑こ記戦がないものは、・肌蠣を硬川の二付帯で、須恵端と二l二「帖船の‥朝川勺な   

胎二l∴ 也調、焼成等の特徴をもつものである。  

Ⅴ ま   と   め  

胡査の結果、発州された竪穴t＝仙ヒは合計6帖で、ほかに上坑6基、溝5粂、璧穴状遺用1基  

が検山された。発掘区は徴商地雨端部にあたり、これより南は低地になるものと考‘えられる。戌  

問B・C軽石純屑の鵬桃も全休図ドライン以南にゝ肛捌こみられた。妓落跡は10世紀前半のl甘期と  

考えられ、他の迫川も†三l堀一址と近接した時期と巧‘えられる。州二l二遺物も平安時代のものが主休を  

．tiめ、わずかに｛椚時代前期のニー∴端片がみられた。  
※1   

今回の調査地点は推定■l∴野l軋肘の隣接地である。昨年度のlヌニ画麿び】lに伴う調査で、北側の道路  

から浅間B蛭打紬柳こ理もれた人溝が発見されている。動こその人溝から109111（1肌）l叫でも同  
※2  

時期の沸が碓認されている。二条ともほぼ真北をさし南北に延びている。これらの大満と直川に  
か人七人とい ※3  瑛4  

交わる東西方向の大柿は、l粧肛樋遺跡、閃泉明神北遺跡で検山されている。以】1二、あわせて三条  
かわて  

の人柵の牲相であるが、規棟、浅削B怪石の堆頼状態、貼北に仰びて…卜利こ曲がることや、地名、  

－11－   



地割から推定＿Ⅰ∴町国府の外郭と強い閲辿を有するものと判断している。   

このように祁＝リ」束遺跡はT！けし卜州寮＝こおける行政施設の小心他に所在しており、今回の朋動こ  
ほう  

よI）上野牒＝打を解明するうえで基帝な資料を得ることができた。国府は交通の質的をしめ方8町  

じ上－ばうせい  

（約87211咽りプ）の粂捌i11の■甘侶地をなし、近くに総社や国分寺などがもうけられるのを原旦lりとし  

ている。推定＿四川川代そうしたことから、元総社地lさこに存√l三すると考えられている。匡＝机まハ  

ニくし  
代における県け州当の役所であI）、lい火から国司が派遣され、行政の長として執務を行った場所  

とうさ人どうとうさんえきろ  
である。交通は恥1J迫（丸川駅路）と呼ばれる三】三要件経過路舶が完仰され、榔からの人々や文物  

が往来し、また遠い九州での防人や陸頻の阻祈者として州兵した道でもある。   

こうした往時の姿が悦ばれる地であるが、」l∴町国府や東【1l道については正確な位芯はもとより、  

国府の成立や機能が衷退していく過程も判明していない。わずかに10一世紀lい柴、平将「判こよリl封  

㈲が■ナi領された記録が残されているだけである。   

今回の調奄たよって検出された遺構、迫物は4・鵬己のものがわずかにみられ、その後、10－I勘紀  

にならないと庶民の生清は展開されず、この閃のものは全くみられなかった。このことは、この  

期‖用は行政の施設用地であったため、一般庶艮の居住を認めなかったこ とが一つには考えられる。  
※5  

その後9一住用己の後半から10世紀になるとl軋仰のlノ勺外に多数の集落が建設されることが判明してい  

こく！，よ1こくが しし  
る。上野国府を解明するには、匡＝付の小心地物榔（固け、園術）を発掘調査することや四至（匡Ⅰ  

よすみ  
肘城の四角）を見つけることが必要であるが、利＝牡隠避跡に代表されるような集落跡の動態から  

国府の成立、衰退や位掛こついて解明していく  

手段も考えられる。現在、推定＿l∴州酬打とされ  

る場所には、住宅が強暴しておl）、l掛府を見た  

よつえい  
人たちの末裔である人々の生活が息づいている。  

こうした状況であるがl牧に、州かな調壷を訊ね  

検討することにより、上州≡軸仰の尖態が浮かび  

あがってくるものと考－えられる。   

故後に、木造跡で山二l二した軒丸瓦の止当面と  
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．粥  査  要  ユ1‘i  

遺跡名称   

遺跡所在地   

遺跡妃号   

明宝期日  

珂＝別東遺跡（しんめいひがしいせき）   

群雄川用眉㈲車元給付lけこう，7‖－：う∴！J20   

Gl∧18   

ねrli調査  昭イ川う1年8Jj61】   

緑川瑞相宜 l】〔川161牛8日2（川   

発州，刑査 lけりl帖1年10Jj20】ト1（川23Il   

約′10勘げ   

B65．9811l～   

尺囲l洞発（マンション建股・IiC′11柑建）   

腺崎茂持 前f．裾／元総社町2，4相   

伴蟻甘酢隠甘酢紆腋i全  数ffk 岡本僧正   

教育次k奔11三郎川棚16岬12‖こilll退任）、l朴＝和雄（昭利；（う2牛川11】就什）、朴全教f描1逼 米倉 忍、  

社会教机某k輔佐 ■い嶋隆二、文化財保減俸k軋1胤雄、じ什：濱川トト、三い」i小町 兇  

高f翫1・二判、前偵．ピン   

抹ぺ会社人淵建掛川、松岡紬軒頼断小机1、．射．】き 畑、松本 化   

粧式会社人洲建設、松l帖乱汁車携所、楢崎茂打  
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